
とその逆関数 は直線 に関して線対称である。

第9回復習用問題 2020.3.25

問題1.

𝑓(𝑥) 𝑓−1(𝑥)元の関数 𝑦 = 𝑥

またｘに対してｙは全単射の関係にある。

上記の性質に注意して、以下の逆関数のグラフを図示しなさい。

（1） 𝑓−1 𝑥 = cos−1𝑥

（2） 𝑓−1 𝑥 = tan−1𝑥



問題2. 𝑦 = 𝑓(𝑥)の逆関数は、ｘについて解いた式 𝑥 = 𝑔(𝑦) をｘとｙの文字を交換した

関数 𝑦 = 𝑔(𝑥) と等しい。

これより、 𝑓(𝑥) =
2𝑥 + 3

𝑥 + 2
の逆関数 を求めなさい。𝑓−1(𝑥)

また、 のグラフをｘ軸方向へｐ、ｙ軸方向へｑ平行移動した関数の式は𝑦 = 𝑓(𝑥)

𝑦 − 𝑞 = 𝑓(𝑥 − 𝑝) となることを利用して、 と を図示𝑓(𝑥) =
2𝑥 + 3

𝑥 + 2
𝑓−1(𝑥)

しなさい。



問題3. ｙがｘの関数となるには、全単射でなければいけない。

たとえば、円の方程式 は曲線の形を表す"方程式"ではあるが、𝑥2 + 𝑦2 = 1

ｙについて解くと、 となり、一つのｘに対し正と負のｙの値が出て𝑦 = ± 1 − 𝑥2

しまい、単射ではなくなるため関数とは呼ばない（ただし、陰関数という定義では

関数となる）。

ところが、ｘとｙを別の文字θを用いて、

𝑥 = cos 𝜃 , 𝑦 = sin 𝜃 と書くことで、ｘとｙはθに対応して全単射の関係

になる。このため、 はまとめて円"関数"と呼ばれる。𝑥 = cos 𝜃 , 𝑦 = sin 𝜃

上記のように、ｘとｙは"関数"の関係ではないが、別の変数（媒介変数）を用いる

と全単射で関数となる例を3つ調べて列挙しなさい。


